
ファーネストラッカー
クエンチプロセスにおける
チューブ焼鈍と均質化用回
転蒸発耐熱ケース
ユーザーガイド

テストピースと熱電対の準備

1  各熱電対を受けるためにチューブから所要数量の
セクションをカットアウトします (A)。熱電対先

端 (B) とそれをクランプする隣接ボル
ト (C) を受けるために各テストセクシ
ョンに穴をドリルします。熱電対の長さ
はチューブの端からテストセクションま
での距離と耐熱ケースの長さとの和に
等しいべきです。熱電対を引き通しテスト
セクションに固定します。

2  熱電対を引き戻しテストセクションを適所に 
溶接します。

新しい耐熱材の取付

耐熱ケースの微孔耐熱材がぬれるとその耐熱性が
なくなるので、各温度プロファイル実行後（水焼入れ
による浸水後）に耐熱材を交換しなければなりませ
ん。

警告 
耐熱材が浸水後に交換されていない場合、データ
ロガーと耐熱ケースは深刻な損害を被る可能性が

あります。

1  水タンクの注水口と二つの固定ピン (E) の上方
に後耐熱ブロック (D) を取り付けます。次に後板

を取付て二つの R クリップで固定します。
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3  タンク耐熱材は二つの大きなキルト耐熱板(サイズが異なる内外板)からなりま
す。後耐熱ブロックと後板がタンクに取り付けられている状態で、内板（二つの

中のより小さいもの）を識別し、板の一端が後耐熱ブロックの面に隣接するように
タンクを内板の上に置きます (G)。可能な限りしっかりと板をタンク
の周りに巻きつけます (H)。板の幅はタンクの周囲とほぼ
同じですので、板
の縁が交わるとこ
ろでのギャップを
最小化できます。
適切な高温テープ
（カプトンやガラ
ス繊維）で内板を
所要位置に固定
します。

2  耐熱ケースの蓋の内側に蓋耐熱ブロック
を慎重に挿入し、角座金と R クリップで

それを固定します (F)。
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4  外板を取り付けるには、耐熱材の内層におけるジ
ョイント (I) を外板の中心線に整列させて、

外板の縁を後板 (J) の内面に隣接させます。
すると、外板は後耐熱ブロックをカバー
します。内外板の長さは後耐熱ブロ
ックの厚さによって異なるので、板の

前縁は
整列すべき
です。それらは
耐熱ケースの
大きさによる量だけタンク
の端を超えて伸びます。内板の周りに外板をできるだ
けきつく包み、前述のようにテープで固定し、ジョイン
トに沿っ縦にもテープを貼り付けます (K)。
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3  後板がケーシング上の四つの皿穴を少し
超えるまで、ケーシングに耐熱タンクを押

込みます。より大きな耐熱ケースでは、長いク
ランプ (O) を使用しこれを達成します。

4  後板をケーシング
にロックする四つ

のブラケットを取り付ける
には (P)、皿アレンネジ
を外部でケーシングに、
ボタンヘッドアレンネジ
を後板に使用します。

5  耐熱ケースの蓋を固定する二つのネジスタ
ッドをケーシングの反対端に取り付けます 

(Q)。各スタッドは三つの皿アレンネジで固定さ
れます。
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耐熱タンクの耐熱ケースケーシングへの取付

1  底における 3 穴セットによる位置付けで、耐熱ケースの外ケ
ーシングを地面に直立させます (L)。タンクの後板 (M) が最

上のように耐熱タンクをケーシングにそっと下ろします。

2  耐熱タンクがケーシング
に完全に入る前に、直定

規 (N) を使用しケーシングの
上部付近にある四つの皿穴に
後板上の四つの穴を整列させ
ます。
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耐熱ケースとデータロガーのセットアップ

1  圧縮グランド (compression gland) を面板に取り付けま
す（各グランドの下に一つの O リングが付いているべ

きです）(R)。

圧縮グランドの取付については、「ファー
ネストラッカー圧縮グランドユーザーガイ
ド」 (MA5930A) をご参照ください。

熱電対プラグピンのベースと耐熱ケース面
板の内側 (S) 間の距離が 40mm になるま
で各熱電対を引抜き、指でナットを締めま
す。すべての熱電対に対してこの手順を繰り
返します（熱電対プラグピン（＋ と －）が
すべて同じ方向に配向されていることを確
保）。すべてのプラグが整列するように熱電
対をすこし曲げます。

圧縮グランドナットを締めます。ナットを締
め過ぎないでください。さもなければ、圧縮
グランドをせん断しやすくなります。ナットがしっかりつかむまでオープンエンド
レンチで締めてからさらに 1/2～3/4 回転締めます。

2  新しい温度プロファイル実行のためにデータロガーをリセットし（ロガーの「ユ
ーザーマニュアル」参照）ロガーに熱電対を挿入します。スタートボタンでロガ

ーをスタートします（時間又は温度トリガがロガーリセット時に選択されていない限
り）。

3  水タンクの可視端の表面と面板のあわ
せ面（ロガーを耐熱ケース内にシール

するために使用）をきれいにしてから、タン
クの端における四つのスタッドにシリコーン
ガスケットを取り付けます (T)。

毎回の実行時にガスケットを 
点検し、いかなる摩耗の兆候が現れたも

のを交換します。
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耐熱ケースのチェックと注水

1  各実行前に、平らな面に沿って耐熱ケ
ースをロールし、その内部メカニズムが

自由に回転できることを確認します (W)。耐
熱ケースが回転しながら、中央フィラーパイ
プは主に静止しているべきです。フィラーパ
イプが耐熱ケースと一緒に回転したら、メ
ンテナンスのために耐熱ケースをすぐ 
Datapaq に送り返します。

2  フレキシブルホースの一
端を耐熱ケースのフ

ィラーパイプに、もう一端を漏斗に接続します (X)。データシー
ト又は見積書で指定された通り適宜に注水します。

いっぱいになると、余分な水はフィラ
ーパイプの上方の通気孔から逃げ出
します (Y)。水が耐熱材に漏れ戻し
たらそれを永久に損傷する可能性が
あるので注水しすぎないでください。

4  面板が四つのスタッドの上方
にあるように、ロガーアセンブ

リを水タンクに取り付けます（U。
図中に熱電対なし）。指で面板上
の固定ナットを斜めに交互に締め
てから、チューブレンチ（箱スパ
ナ）で最終の 1/4～1/2 回転を与え
ます。

5  耐熱ケースの蓋上の出口か
ら熱電対を送り出します。耐

熱ケース蓋の固定スタッドに若干
の Molykote（モリコート）高温焼
付け防止銅グリスを塗布し、蓋を取付ます 
(V)。ナットを締めすぎないでください。
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警告 
注水時に耐熱ケースを水平に保ちます。 

耐熱ケースが垂直な時に注水してはいけません。

耐熱ケースのチューブへの取付

1  必要なら、耐熱ケースの周りに耐熱繊維ブランケット (Z) を
詰め込み耐熱ケースを安定させて

からチューブに押し込みます。

2  耐熱ケースをチューブと一緒に回転
するには、チューブの端の近くにドリ

ルされた 2 穴と耐熱ケースの端におけ
る 2 固定穴を通じて太いワイヤ («) で
それらを固定します 場合によって、ボル
トで耐熱ケースとチューブを一緒に固定
できます。

耐熱ケースの回収

温度プロファイル実行終了直後に耐熱ケース固定用ワイヤを切って取り外します。
フック (¬) を差込みチュー
ブから耐熱ケースを引き出し
てから耐熱ケースからロガー
を取り出します。
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